
［調査票Ｄ］ (様式５)

国の決算コード：14（委託費）

887,849 千円(Ａ)

(２)国からの補助金等の交付実績額

名称 補助金・委託費の別 交付官庁

汎用電子情報交換環境整備プログラム 委託費 経済産業省 31,786 千円

31,786 千円(B)

3.58 ％(Ｂ/Ａ)

金額

合計

(３)補助金等の年収比率

平成１７年度補助金等報告書

公益法人名 社団法人　情報処理学会

(１)年間収入（総収入－前期繰越金）



（様式２）

1. 補助金等の名称（交付官庁）
2. 課題名 ---
3. 事業の目的及び内容
(1) 目的

(2) 具体的な内容

4. 委託先の公益法人の名称
5. 交付実績額 31,786 千円（Ａ）
6. 補助金等における管理費
(1) 8,902 千円
(2) 958 千円
(3)

千円

千円

合計 0
9,859 千円

7. 外部への支出
(1) 外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出先

千円

千円

千円

千円

0 千円（Ｂ）
(2)

支出先

千円

千円

8. その他

21,927 千円
千円

21,927 千円
9. 再補助・再委託等の割合 0.0 ％（Ｂ／Ａ）

合計

合計

内容 金額

事業費

合計

(1)以外の支出
支出内容 金額

合 計

支出内容 金額

その他の管理費
内容 金額

(2) 文字情報公開システム
2005年度は搭載データの拡大に対応する機能の改善を図るとともに、「文
字情報収集システム」において整理・体系化された文字情報の中から公開
用のデータを順次搭載し、文字情報公開システムの試験的利用に供した。
最終的には日本規格協会が制作した平成明朝体文字グリフ約59,000字を搭
載した「文字情報公開システム」を完成させた。

社団法人情報処理学会

人件費
一般管理費

平成１７年度補助金等支出明細書

汎用電子情報交換環境整備プログラム（経済産業省）

  電子政府の構築をはじめとする高度ＩＴ社会の実現に際し、電子申請等
における電子情報交換の円滑化、信頼性向上等に資するとともに、膨大で
しかも細かい検討を必要とする文字関係規格の検討を飛躍的に向上させ、
国際的電子情報交換に必要不可欠な文字関係国際規格の審議におけるわが
国の貢献・発言力向上等に資するため、これまで主に外字として取り扱わ
れてきた文字情報の整理・体系化を行い、文字情報データベースを構築
し、電子政府等に必要な文字グリフを提供する。

(1) 文字情報収集システム
2005年度は国立国語研究所及び日本規格協会の文字同定、グリフ制作作業
支援のための機能強化、改善が中心となった。
国立国語研究所で整理が完了した文字情報、および日本規格協会において
制作された平成明朝体グリフを順次「文字情報収集システム」に搭載する
とともに、データベース上の整備に必要となる多様な作業支援機能に対
し、要求仕様の詳細を調整しながら機能の向上を図り、作業支援の目標を
達成した。




